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(57)【要約】
【課題】簡便な操作により、追いだき配管、熱交換器内
部等を常に清浄に保ち、メンテナンスが不要である追い
だき機能付き給湯機を提供すること。
【解決手段】貯湯タンク１０内の湯を浴槽１５に給湯す
る浴槽用給湯管路２６と、浴槽１５への湯の供給開始と
供給停止を行う浴槽給湯流量調整手段４４と、浴槽用給
湯管路２６に設けられて、浴槽用給湯管路２６を流れる
湯中に微小泡を生じさせる微小泡発生装置３１と、浴槽
給湯流量調整手段４４と微小泡発生装置３１の動作を制
御する制御部４５と、使用者が制御部４５へ浴槽給湯流
量調整手段４４の動作を指示する操作手段４６１を備え
たリモコン４６とを有し、使用者により操作手段４６１
が操作されたときは、浴槽給湯流量調整手段４４を動作
させた後、微小泡発生装置３１を動作させる。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　熱源機で沸き上げられた湯を貯湯タンクに貯留し、該貯湯タンク内の湯を熱源として用
いて浴槽内の浴水を追いだきする追いだき機能付き給湯機であって、
前記貯湯タンク内の湯を前記浴槽に給湯する浴槽用給湯管路と、
前記浴槽用給湯管路に設けられ、浴槽への湯の供給開始と供給停止を行う浴槽給湯流量調
整手段と、
前記貯湯タンクの上部から湯を取水して前記貯湯タンクの下部から該貯湯タンクに戻す熱
源用循環管路と、
前記浴槽内の浴水を取水して前記浴槽に戻す追焚き用循環管路と、
前記熱源用循環管路を流れる湯を熱源として用いて前記追焚き用循環管路を流れる浴水を
加熱する追焚き用熱交換器と、
前記追焚き用循環管路に設けられて、該追焚き用循環管路内の湯水を循環させる追焚き用
循環ポンプと、
前記浴槽用給湯管路に設けられて、前記浴槽用給湯管路は前記追焚き用循環管路を含み、
前記浴槽用給湯管路での前記追焚き用循環管路よりも上流側に設けられている、該浴槽用
給湯管路を流れる湯中に微小泡を生じさせる微小泡発生装置と、
前記浴槽給湯流量調整手段と前記微小泡発生装置の動作を制御する制御部と、
使用者が、前記制御部へ前記浴槽給湯流量調整手段の動作を指示する操作手段を備えたリ
モコンと、を有し、
使用者により前記操作手段が操作されたときは、前記浴槽給湯流量調整手段を動作させた
後、前記微小泡発生装置を動作させることを特徴とする追いだき機能付き給湯機。
【請求項２】
　前記制御部は、使用者により前記操作手段が操作されたときは、前記浴槽給湯流量調整
手段を動作させた後、前記微小泡発生装置を所定時間のみ動作させることを特徴とする請
求項１に記載の追いだき機能付き給湯機。
【請求項３】
　熱源機で沸き上げられた湯を貯湯タンクに貯留し、該貯湯タンク内の湯を熱源として用
いて浴槽内の浴水を追いだきする追いだき機能付き給湯機であって、
前記貯湯タンク内の湯を前記浴槽に給湯する浴槽用給湯管路と、
前記貯湯タンクの上部から湯を取水して前記貯湯タンクの下部から該貯湯タンクに戻す熱
源用循環管路と、
前記浴槽内の浴水を取水して前記浴槽に戻す追焚き用循環管路と、
前記熱源用循環管路を流れる湯を熱源として用いて前記追焚き用循環管路を流れる浴水を
加熱する追焚き用熱交換器と、
前記追焚き用循環管路に設けられて、該追焚き用循環管路内の湯水を循環させる追焚き用
循環ポンプと、
前記追焚き用循環管路に設けられて、前記浴槽用追焚き用循環管路での前記追焚き用熱交
換器よりも上流側に設けられている、該追焚き用循環管路を流れる浴水中に微小泡を生じ
させる微小泡発生装置と、
前記追焚き用循環ポンプと、前記微小泡発生装置の動作を制御する制御部と、
使用者が、前記制御部へ前記追焚き用循環ポンプと、前記微小泡発生装置の動作を指示す
る操作手段を備えたリモコンと、
を有し、
使用者により前記操作手段が操作されたときは、前記追焚き用循環ポンプを動作させた後
、前記微小泡発生装置を動作させることを特徴とする追いだき機能付き給湯機。
【請求項４】
　前記制御部は、使用者により前記操作手段が操作されたときは、前記追焚き用循環ポン
プを動作させた後、前記微小泡発生装置を所定時間のみ動作させることを特徴とする請求
項３に記載の追いだき機能付き給湯機。
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【請求項５】
　熱源機で沸き上げられた湯を貯湯タンクに貯留し、該貯湯タンク内の湯を熱源として用
いて浴槽内の浴水を追いだきする追いだき機能付き給湯機であって、
前記貯湯タンク内の湯を前記浴槽に給湯する浴槽用給湯管路と、
前記貯湯タンクの上部から湯を取水して前記貯湯タンクの下部から該貯湯タンクに戻す熱
源用循環管路と、
前記熱源用循環管路に設けられて、前記熱源用循環管路内の湯水を循環させる熱源用循環
ポンプと、
前記浴槽内の浴水を取水して前記浴槽に戻す追焚き用循環管路と、
前記熱源用循環管路を流れる湯を熱源として用いて前記追焚き用循環管路を流れる浴水を
加熱する追焚き用熱交換器と、
前記追焚き用循環管路に設けられて、該追焚き用循環管路内の湯水を循環させる追焚き用
循環ポンプと、
前記追焚き用循環管路に設けられて、前記浴槽用追焚き用循環管路での前記追焚き用熱交
換器よりも上流側に設けられている、該追焚き用循環管路を流れる浴水中に微小泡を生じ
させる微小泡発生装置と、
前記追焚き用循環管路に設けられて、前記浴槽用追焚き用循環管路での前記追焚き用熱交
換器よりも上流側に設けられている、浴槽戻り湯温度検知手段と、
前記追焚き用循環ポンプと、前記微小泡発生装置の動作を制御する制御部と、
を有し、
所定時間毎に前記追焚き用循環ポンプを動作させ、前記浴槽戻り湯温検知手段にて検出し
た温度が所定値以下を検知したら、前記熱源用循環ポンプを動作させた後、前記微小泡発
生装置を動作させることを特徴とする追いだき機能付き給湯機。
【請求項６】
　前記制御部は、所定時間毎に前記追焚き用循環ポンプを動作させ、前記浴槽戻り湯温検
知手段にて検出した温度が所定値以下を検知したら、前記熱源用循環ポンプを動作させた
後、前記微小泡発生装置を所定時間のみ動作させることを特徴とする請求項５に記載の追
いだき機能付き給湯機。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は付着した汚れを吸着脱離、付着を防止する追いだき機能付き給湯機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　熱源機で沸き上げられた湯を貯湯タンクに一旦貯留し、該貯湯タンクに接続された給湯
管路の端部に設けた給湯栓をユーザが開けたときに貯湯タンク内の湯がそのまま、または
水でうめられて出湯するように構成された給湯機では、貯湯タンク内の湯を熱源として用
いた追焚き用熱交換器により浴槽内の浴水を追い焚きする追焚き機能が付加されたものも
開発されている。
【０００３】
　給湯機に上記の追焚き機能を付加する場合には、例えば、貯湯タンクの上部から湯を取
水して該貯湯タンクの下部に戻す熱源用循環管路、浴槽から取水した浴水を浴槽に戻す追
焚き用循環管路、および上記の追焚き用熱交換器が給湯機に付加される。追焚き用熱交換
器は、熱源用循環路を流下する湯を熱源として用いて、該湯と追焚き用循環管路を流れる
浴水との間で熱交換を行い、追焚き用循環管路内の浴水を加温する。
【０００４】
　このような追焚き機能付き給湯機では、人体から浴水中に洗い流された皮脂や角質等の
汚れが追焚き用循環管路を循環して該循環管路の配管内面や追焚き用熱交換器内に不可避
的に付着する。そして、上記の汚れがある程度以上堆積すると、追焚き運転時に当該汚れ
が浴槽に再循環して浴槽や浴水を汚したり、追焚き用熱交換器の熱交換効率を低下させた
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りする。このため、追焚き用循環管路の配管内や追焚き用熱交換器内に付着し、堆積した
汚れを強制的に取り去る配管洗浄が推奨される。
【０００５】
　上記の追焚き用熱交換器に代えて保温ヒータを用いる給湯機に適用されるものではある
が、特許文献１に記載された給湯機の洗浄装置では、浴水を循環させて該浴水を保温ヒー
タで加熱する循環用配管が設けられ、浴水の排水時に当該循環用配管に水を流して循環用
配管内の汚れを洗い流している。
【０００６】
　ただし、このような洗浄装置による洗浄だけでは上記循環用配管内の汚れを十分に除去
することが困難である。同様のことが、前述の追焚き用循環管路内や追焚き用熱交換器内
の汚れの除去についてもいえる。多くのユーザは、市販の発泡性洗浄剤を購入し、この洗
浄剤を用いた配管洗浄を自主的に行っている。
【０００７】
【特許文献１】特許第３８２１９２６号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　上記機能は排水時に皮脂汚れを含んだ浴水を追いだき配管から排水するのみで、追いだ
き配管、熱交換器の表面に吸着した皮脂汚れを十分洗い流すことはできなかった。吸着し
た皮脂汚れを洗い流すためには半年に１回程度洗浄剤による配管洗浄を実施する洗浄メン
テナンスが推奨されているが、配管が長い場合には熱交換器内部を十分に洗浄することが
困難であった。洗浄剤等を利用した洗浄においては、年に１～２回ということと汚れが目
に付かないので忘れる場合も多く、知らないうちに熱交換効率が悪くなったり、浴槽配管
の付着汚れに起因する汚染の増加を招いている。市場調査によると、作業負担の観点から
も簡便な操作により洗浄剤程度の洗浄レベルを保つ仕組みが欲しいとの要望がある。
【０００９】
　本発明はこれら従来の問題点を解決するもので、簡便な操作により、追いだき配管、熱
交換器内部等を常に清浄に保ち、メンテナンスが不要である追いだき機能付き給湯機を提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明に係る追いだき機能付き給湯機は、熱源機で沸き上げられた湯を貯湯タンクに貯
留し、貯湯タンク内の湯を熱源として用いて浴槽内の浴水を追いだきする追いだき機能付
き給湯機であって、貯湯タンク内の湯を浴槽に給湯する浴槽用給湯管路と、浴槽への湯の
供給開始と供給停止を行う浴槽給湯流量調整手段と、貯湯タンクの上部から湯を取水して
貯湯タンクの下部から貯湯タンクに戻す熱源用循環管路と、浴槽内の浴水を取水して浴槽
に戻す追焚き用循環管路と、熱源用循環管路を流れる湯を熱源として用いて追焚き用循環
管路を流れる浴水を加熱する追焚き用熱交換器と、追焚き用循環管路に設けられて、追焚
き用循環管路内の湯水を循環させる追焚き用循環ポンプと、浴槽用給湯管路に設けられて
、該浴槽用給湯管路を流れる湯中に微小泡を生じさせる微小泡発生装置と、浴槽給湯流量
調整手段と微小泡発生装置の動作を制御する制御部と、使用者が、制御部へ浴槽給湯流量
調整手段の動作を指示する操作手段を備えたリモコンと、を有し、使用者により操作手段
が操作されたときは、浴槽給湯流量調整手段を動作させた後、微小泡発生装置を動作させ
るものである。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、簡便な操作により、浴槽に湯を張るときに熱交換器、浴槽への往き、
戻り配管両方に付着した皮脂汚れを洗浄することができる。これにより追いだき配管、熱
交換器内部等を常に清浄に保ち、メンテナンスが不要である追いだき機能付き給湯機を提
供することが可能となる。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
実施の形態１．
　以下、本発明の実施の形態１について図面とともに詳細に説明する。図１は、本発明の
実施の形態１による追いだき機能付き給湯機であるヒートポンプ給湯機の回路構成図であ
り、図２は図１の要部の詳細構成図であり、図３は本発明の実施の形態１による追いだき
機能付き給湯機であるヒートポンプ給湯機の制御回路のブロック図であり、図４は本発明
の実施の形態１による追いだき機能付き給湯機であるヒートポンプ給湯機の湯張り関連回
路の要部構成図である。各図において同一部分または相当部分は同一符号を付し説明を省
略する。
【００１３】
　図１から図４において、ヒートポンプ給湯機１００は、熱源機であるヒートポンプユニ
ット１とタンクユニット２とで構成されている。ヒートポンプユニット１は、圧縮機３、
放熱器４、膨張弁５、及び蒸発器６を順に配管７で接続して構成され、ヒートポンプユニ
ットケース８内に収められている。このヒートポンプユニット１は、ヒートポンプサイク
ルを用いて大気の熱を蒸発器６で吸熱し放熱器４で被加熱流体を加熱する。ヒートポンプ
ユニット１は自然冷媒である二酸化炭素を冷媒として用い、高圧側では臨界圧を越える状
態で運転することが好ましい。タンクユニット２は、タンクユニットケース９内に貯湯タ
ンク１０および風呂追いだき用のプレート式熱交換器１１を内蔵している。貯湯タンク１
０としては、上部から高温水が流入して貯留され、下部には低温水が温度層に分離して蓄
えられる積層式貯湯タンクが使用され、プレート式熱交換器１１としては、複数の伝熱プ
レートを積層したものを縦置きで使用するものが用いられる。
【００１４】
　プレート式熱交換器１１は水流が対向して流れる水一水熱交換器で、上部にタンク側入
口１１１および風呂側出口１１４が、下部にタンク側出口１１２および風呂側入口１１３
が設けられており、上部のタンク側入口１１１から供給された温水は下部のタンク側出口
１１２から排出され、下部の風呂側入口１１３から供給された浴槽水は上部の風呂側出口
１１４から排出される。
【００１５】
　貯湯タンク１０には、上部に温水導出口１０１および温水導入口１０３が、下部に水導
入口１０２および水導出口１０４が設けられている。プレート式熱交換器１１の上部のタ
ンク側入口１１１には、貯湯タンク１０の上部の温水導出口１０１から配管１２を通って
温水が供給され、プレート式熱交換器１１で熱交換後、下部のタンク側出口１１２から排
出される。排出された水はタンク側送水ポンプ１３により配管１４を通って貯湯タンク１
０の下部の水導入口１０２から貯湯タンク１０内に戻される。配管１２、プレート式熱交
換器１１、タンク側送水ポンプ１３および配管１４によりプレート式熱交換器１１の一次
側送水回路が形成される。なお、配管１２はプレート式熱交換器１１に至る途中で分岐し
、ふろ給湯用混合弁２３および給湯用混合弁２４にも接続されている。
【００１６】
　一方、プレート式熱交換器１１の下部の風呂側入口１１３には、浴槽１５からの湯水が
浴槽アダプタ３４を経由して取り出され、追焚き用循環ポンプである風呂側送水ポンプ１
６により浴槽戻り配管１７を通って供給され、プレート式熱交換器１１で熱交換されて加
温された温水となる。その後、上部の風呂側出口１１４から排出された温水は浴槽往き配
管１８と浴槽アダプタ３４を通って浴槽１５内に戻される。浴槽戻り配管１７、風呂側送
水ポンプ１６、プレート式熱交換器１１および浴槽往き配管１８によりプレート式熱交換
器１１の二次側送水回路が形成される。
【００１７】
　浴槽往き配管１８の途中には浴槽水位を検知する水位検知手段である水位センサ３９と
、風呂側送水ポンプ１６にて送水した際に水流有無を確認する水流検知手段であるフロー
スイッチ４７と、浴槽からの戻り湯の温度を検知する浴槽戻り湯温検知手段である浴槽戻
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り湯温サーミスタ４１と、が設けられている。また、浴槽戻り配管１７には、循環用微小
泡発生装置２８が配置されており、この循環用微小泡発生装置は図２（ａ）に示すように
循環用エジェクタ２８ａと逆流防止用の循環用エジェクタ逆止弁２８ｃ、さらに循環用エ
ジェクタ２８ａへの空気の導入を制御する循環用エジェクタ空気開閉手段である循環用エ
ジェクタ空気電磁弁２８ｂが設けられている。
【００１８】
　貯湯タンク１０には水源から市水を供給する給水配管２２が減圧弁２５を介し貯湯タン
ク１０の下部の水導入口１０２に接続され、貯湯タンク１０は水源から市水の供給を受け
、減圧弁２５により適切に減圧された状態で常に満水状態となっている。また、給水配管
２２は減圧弁２５の二次側で分岐し、ふろ給湯用混合弁２３および給湯用混合弁２４にも
接続されている。
【００１９】
　また、貯湯タンク１０に貯留された水は、貯湯タンク１０下部の水導出口１０４から、
沸き上げ用送水ポンプ１９により配管２０を通ってヒートポンプユニット１の放熱器４に
供給され、放熱器４で加熱された後、配管２１を通って貯湯タンク１０の上部の温水導入
口１０３から貯湯タンク１０内に戻される。沸き上げ用送水ポンプ１９、配管２０、放熱
器４および配管２１により貯湯回路を構成する。
【００２０】
　給湯用混合弁２４は、配管１２から供給される貯湯タンク１０からの湯と給水配管２２
から供給される市水を制御部４５の制御の元に使用者がリモコン４６で設定した所望温度
となるように混合する。混合された湯は、一般給湯管２７を経由し、住宅内などに設けら
れた給湯口２７ａに出湯される。
【００２１】
　ふろ給湯用混合弁２３は、配管１２から供給される貯湯タンク１０からの湯と給水配管
２２から供給される市水を制御部４５の制御の元に使用者がリモコン４６で設定した湯張
り温度となるように混合する。混合された湯は、注水配管２６から注水配管流量調整手段
である注水電磁弁４４、戻り配管１７、往き配管１８を通して浴槽１５に給湯される。注
水配管２６には注水電磁弁４４、流量検出手段である流量センサ４０、注水用微小泡発生
装置３１が配置されており、この注水用微小泡発生装置３１は図２（ｂ）に示すように、
注水用エジェクタ３１ａと逆流防止用の注水用エジェクタ逆止弁３１ｃ、さらに注水用エ
ジェクタ３１ａへの空気の導入を制御する注水配管エジェクタ空気開閉手段である注水用
空気電磁弁３１ｂが設けられている。
【００２２】
　図３に制御ブロック図として示す制御部４５は、使用者がリモコン４６を操作し入力す
る給湯温度、湯はり温度や湯張り量、貯湯タンク１０内の湯水の沸き上げ設定などの入力
情報および水位センサ３９、流量センサ４０、浴槽戻り湯温サーミスタ４１、フロースイ
ッチ４７等の各検出手段から検出結果を得る。また、制御部４５は、あらかじめ制御部４
５内に設定記憶された所定値および前述の入力情報と検出結果とにより、ヒートポンプユ
ニット１、沸き上げ用送水ポンプ１９、給湯用混合弁２４、ふろ給湯用混合弁２３、注水
電磁弁４４、タンク側送水ポンプ１３、風呂側送水ポンプ１６、循環用微小泡発生装置２
８の循環用エジェクタ空気電磁弁２８ｂ、注水用微小泡発生装置３１の注水用エジェクタ
空気電磁弁３１ｂを制御する。なおリモコン４６には、図１で示すように、循環用微小泡
発生装置２８および注水用微小泡発生装置３１による洗浄機能を動作させるための湯はり
機能選択釦４６１と追焚き機能選択釦４６２が配置されている。
【００２３】
　つぎに、動作を説明する。図１において、制御部４５により貯湯運転の指示が出て貯湯
運転が開始される。制御部４５からの指令により、ヒートポンプユニット１が運転され、
冷媒は圧縮機３で圧縮され高温高圧となり、放熱器４で冷却され、膨張弁５により減圧さ
れ、蒸発器６により大気から吸熱して蒸発し、圧縮機３に戻る。一方、貯湯タンク１０の
下部の水導出口１０４から沸き上げ用送水ポンプ１９により配管２０を通って放熱器４に
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水が供給され、供給された水は、放熱器４で加熱される。そして、加熱され高温となった
温水は貯湯タンク１０の上部の温水導入口１０３から流入する。従って、高温水は、貯湯
タンク１０の上部から順次貯湯される。
【００２４】
　風呂追いだきを実施する場合、タンクユニット２のタンク側送水回路においては、貯湯
タンク１０内の上部に先の貯湯運転により貯湯された高温水を、タンク側送水ポンプ１３
が動作することにより、温水導出口１０１から出湯し、配管１２を介してプレート式熱交
換器１１の上部のタンク側入口１１１へ供給する。供給された高温水は、プレート式熱交
換器１１を通って下部のタンク側出口１１２から配管１４を介して水導入口１０２から貯
湯タンク１０内の下部に流入する。一方、風呂側送水回路においては、浴槽１５内の水を
戻り配管１７を介して風呂側送水ポンプ１６が、プレート式熱交換器１１下部の風呂側入
口１１３へ供給する。供給された浴槽１５内の水は、プレート式熱交換器１１を通って上
部の風呂側出口１１４から往き配管１８を通って浴槽１５に戻される。この結果、プレー
ト式熱交換器１１により熱交換が行われ、浴槽１５内の水は加熱され浴槽１５に戻り追焚
きが行われる。
【００２５】
　次にふろの湯はり動作について説明する。使用者がリモコン４６で浴槽１５への湯張り
を指示すると、制御部４５の制御のもと、注水電磁弁４４が開き、注水配管２６から浴槽
戻り配管１７、浴槽往き配管１８を通して浴槽１５へ注水される。注水湯張り量は、水位
センサ３９と流量センサ４０によって検出され、制御部４５により目標の注水湯張り量に
到達したと判断されると、注水電磁弁４４を閉じ、注水湯張り完了水位５０（図４参照）
の位置を制御部４５に記憶し湯張りが完了する。
【００２６】
　図４は図１の要部拡大図であり、本発明による微小泡発生装置２８および３１を用いた
洗浄動作の状態を示す図である。これを用いてその後の作用をより詳細に説明する。
【００２７】
　使用者がリモコン４６の湯はり機能選択釦４６１を押すと、制御部４５の制御の元、注
水電磁弁４４が開き注水用エジェクタ３１ａを経由して浴槽１５への注水が開始される。
注水が開始されたあとで、制御部４５は注水用エジェクタ空気電磁弁３１ｂを開く。これ
により、注水用エジェクタ３１ａを通り浴槽１５側へ注水される水は微小泡を含んだ水と
なり、貯湯タンク１０から注水配管２６を通り、浴槽往き配管１８と浴槽戻り配管１７の
両配管から浴槽１５に供給される。
【００２８】
　注水配管２６の途中に設けられた注水用微小泡発生装置３１から導入された微小泡は、
一定流量例えば１２Ｌもしくは一定時間例えば６０秒流れたことを制御部４５が検出する
、もしくは目標の注水湯張り量に到達すると、注水用エジェクタ空気電磁弁３１ｂを閉じ
て微小泡の発生を停止する。この微小泡の導入は一定流量もしくは一定時間で停止するこ
とにより、空気の導入がなくなり、湯張り中の相対的な注水量が多くなるため、連続して
微少泡を導入し続ける場合に比べて湯はり時間を短くすることができる。なお、浴槽往き
配管１８と浴槽戻り配管１７の汚染度は微小泡を３０秒程度流せば低減することができる
が、微小泡を３分程度流すことができればさらに汚染度を低減することができる。また、
微小泡の導入は、湯張りの初期ではなく、ある程度注水して各配管内の汚れが流水により
取れやすくなった後で開始してもよい。
【００２９】
　目標の注水湯張り量に到達すると注水電磁弁４４が閉じ、注水湯張り完了水位５０の位
置にて注水湯張りが完了する。
【００３０】
　上述の動作の詳細を図５のフローチャートにより説明する。図５は本発明の実施の形態
１における要部動作のフローチャートである。
【００３１】
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　ステップＳ１では、リモコン４６の湯はり機能選択釦４６１が押されたか否かを制御部
４５が判断し、押されれば、ステップＳ２に進み、押されなければステップＳ１でループ
状態となる。
【００３２】
　ステップＳ２では、制御部４５は、注水電磁弁４４を開き、ステップＳ３に進み、注水
用エジェクタ空気電磁弁３１ｂを開き、注水用エジェクタ３１ａで微小泡の発生が開始さ
れる。このあと、ステップＳ４に進む。
【００３３】
　ステップＳ４では、注水電磁弁４４が開かれて、注水配管２６から浴槽戻り配管１７、
浴槽往き配管１８を通して浴槽１５へ微小泡とともに注水される注水量が所定注水量Ｖｂ
ｓ１を超過したか否かを判断し、超過していればステップＳ５に進み、そうでなければス
テップＳ４でループ状態となる。
【００３４】
　ステップＳ５では注水用エジェクタ空気電磁弁３１ｂを閉じて微小泡の発生を停止し、
ステップＳ６に進む。
【００３５】
　続いてステップＳ６では、注水電磁弁４４を閉じる。
【００３６】
　続いてステップＳ７に進み、水位センサ３９にて浴槽１５の水位が注水湯はり完了水位
Ｌｂｓに到達したか否かを判断し、超過していれば浴槽１５への湯はりおよび洗浄の一連
の動作を終了する。そうでなければステップＳ８へ進む。
【００３７】
　ステップＳ８では、再び注水電磁弁４４を開き注水を開始し、ステップＳ９へ進む。ス
テップＳ９にて、注水量が所定注水量Ｖｂｓ２を超過したか否かを判断し、超過していれ
ばステップＳ１０に進み、そうでなければステップＳ９でループ状態となる。ステップＳ
１０では注水電磁弁４４を閉じ、ステップＳ７へと戻る。
【００３８】
　以上によれば、注水電磁弁４４を開き注水を開始し、注水用エジェクタ空気電磁弁３１
ｂを開くことにより微小泡を含んだ温水が貯湯タンク１０から注水配管２６を通り、プレ
ート式熱交換器１１を含めた、浴槽往き配管１８と浴槽戻り配管１７の両配管から浴槽１
５に供給された場合に微小泡が浴槽往き配管１８、浴槽戻り配管１７両方を流れて浴槽に
注ぐ。
【００３９】
　微小泡を流した場合のプレート式熱交換器１１のプレート表面を詳細に観察したところ
、微小泡はプレート表面を浴水の流れ方向に移動し、付着していた皮脂汚れについては表
面吸着により除去、また浴水に含まれる皮脂汚れは熱交換器表面を移動する微小泡にトラ
ップされながら除去されていくことがわかった。
【００４０】
　上記実施形態１に示される浴槽注水手段は以上のように動作するため、使用者にとって
は、湯はり機能選択釦４６１を操作するだけという毎日の簡便な操作により、追いだき配
管、熱交換器内部等を常に清浄に保ち、メンテナンスが不要である追いだき機能付き給湯
機を提供することが出来る。
【００４１】
実施の形態２．
　本発明の他の実施の形態について、図４を中心に説明する。実施の形態２の説明におい
て、ヒートポンプ給湯機１００の構成については、実施の形態１と同様であるので、同一
図面を参照し説明を省略する。
【００４２】
　実施の形態１と同様に使用者がリモコン４６で浴槽１５への注水湯張りを指示後、目標
の注水湯張り量に到達すると注水電磁弁４４が閉じ、注水湯張り完了水位５０の位置にて
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注水湯張りが完了する。
【００４３】
　使用者が追い焚きをするためにリモコン４６の追焚き機能選択釦４６２を押すと、制御
部４５の制御の元、風呂側送水ポンプ１６による循環動作が開始され、浴槽１５、浴槽戻
り配管１７、浴槽往き配管１８を浴槽１５内の湯水（浴水）が循環する。浴水が循環する
際に循環用エジェクタ空気電磁弁２８ｂを開くことで、浴水が循環用エジェクタ２８ａを
通過する際に循環用エジェクタ２８ａが微小泡を発生させ、微小泡を含む浴水がプレート
式熱交換器１１側から順次に導入、循環し、微小泡による浴水循環経路内の洗浄が行われ
る。循環による洗浄は一定時間、例えば６０秒、もしくは浴槽戻り湯温サーミスタ４１が
目標の浴槽湯温Ｔｂｓに到達することを検出したときに循環用エジェクタ空気電磁弁２８
ｂを閉じて微小泡の発生を停止する。微小泡の導入は一定時間で停止することにより、空
気の導入がなくなり、循環流量が多くなるため、追焚き時間を短くすることができる。な
お、浴槽往き配管１８と浴槽戻り配管１７の汚染度は微小泡を３０秒程度流せば低減する
ことができるが、微小泡を３分程度流すことができればさらに汚染度を低減することがで
きる。
【００４４】
　目標の浴槽湯温に到達すると、風呂側送水ポンプ１６を停止し、追い焚きが完了する。
【００４５】
　上述の動作の詳細を図６のフローチャートにより説明する。図６は本発明の実施の形態
２における要部動作のフローチャートである。使用者がリモコン４６で浴槽１５への注水
湯張りを指示後、目標の注水湯張り量に到達すると注水電磁弁４４が閉じ、注水湯張り完
了水位５０の位置にて注水湯張りが完了する。このあと図６の開始の位置から洗浄にかか
わる動作が開始される。
【００４６】
　ステップＳ１１は、使用者によりリモコン４６の追焚き機能選択釦４６２が押されたか
否かを制御部４５が判断し、押されれば、ステップＳ１２に進み制御部４５により風呂側
送水ポンプ１６が動作を開始し、押されなければステップＳ１１でループ状態のまま待機
する。
【００４７】
　ステップＳ１２では、風呂側送水ポンプ１６を動作させてステップＳ１３に進む。ステ
ップＳ１３では、風呂側送水ポンプ１６が動作してからの経過時間が所定時間Ｔｐｃを経
過したか否かを判断し、経過していればステップＳ１４に進み、フロースイッチ４７によ
って浴槽水の有無を判定し、経過していなければステップＳ１３でループ状態となる。例
えば、風呂側送水ポンプが動作してからの所定時間Ｔｐｃは、浴槽戻り配管１７、浴槽往
き配管１８の水が最低でも一巡出来る時間（例えば１分）として、フロースイッチ４７が
浴槽戻り配管１７、浴槽往き配管１８内の残水により誤検知しないようにしている。
【００４８】
　ステップＳ１４ではフロースイッチ４７による浴槽水有無判定動作を制御装置４５によ
り開始しステップＳ１５に至る。
【００４９】
　ステップＳ１５は、フロースイッチ４７が浴槽水ありを検出しているか否かを判断し、
浴槽水ありを検出していればステップＳ１６に進み、そうでなければステップＳ２０に進
む。
【００５０】
　ステップＳ１６では、浴槽水があるので、循環経路内に微小泡を発生させることが可能
なので、制御部４５は循環用エジェクタ空気電磁弁２８ｂを開きステップＳ１７に進む。
浴水が循環する際に循環用エジェクタ空気電磁弁２８ｂを開くことで、浴水が循環用エジ
ェクタ２８ａを通過する際に循環用エジェクタ２８ａが微小泡を発生させ、微小泡を含む
浴水が熱交換器１１に導入、循環することにより洗浄が行われる。
【００５１】
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　なお、ステップ１６では、タンク側送水ポンプ１３を動作させ、貯湯タンク１０内の湯
を配管１２により取り出し、プレート式熱交換器１１へ供給し、配管１４により貯湯タン
ク１０へ戻す動作を行うことで、プレート式熱交換器１１により風呂側送水ポンプ１６に
より循環されている浴槽水と熱交換し、浴槽水を昇温する動作をあわせて開始する。
【００５２】
　ステップＳ１７では、循環用エジェクタ空気電磁弁２８ｂを開いてからの風呂側送水ポ
ンプ１６の動作時間が所定時間Ｔｂｃを経過したか否かを判断し、経過していれば循環用
エジェクタ空気電磁弁２８ｂを閉じ（ステップＳ１８）、ステップＳ１９へ進み、そうで
なければステップＳ１７でループ状態となる。
【００５３】
　ステップＳ１９では、浴槽戻り湯温サーミスタ４１が目標の浴槽戻り湯温Ｔｂｓ１を超
過したか否かを判断し、超過していればステップＳ２０へ進み、そうでなければステップ
Ｓ１９でループ状態となる。
【００５４】
　ステップＳ２０では、タンク側送水ポンプ１３の動作を停止して追焚きを停止するとと
もに、風呂側送水ポンプ１６の動作を停止し、一連の洗浄動作を終了する。
【００５５】
　微小泡を流した場合の熱交換器プレート表面を詳細に観察したところ、微小泡はプレー
ト式熱交換器１１のプレート表面を浴水の流れ方向に移動し、付着していた皮脂汚れを表
面吸着により除去、また浴水に含まれる皮脂汚れは熱交換器表面を移動する微小泡にトラ
ップされながら除去されていくことがわかった。この作用により追いだき配管エジェクタ
２８ａから浴槽１５に至る浴槽往き配管１８について皮脂汚れがほとんど付着しない状態
が実現した。
【００５６】
　上記実施の形態２に示される浴槽水循環手段は以上のように動作するため、使用者にと
っては、追焚き機能選択釦４６２を操作するだけという毎日の簡便な操作により、追いだ
き配管、熱交換器内部等を常に清浄に保ち、メンテナンスが不要である追いだき機能付き
給湯機を提供することが出来る。
【００５７】
実施の形態３．
　本発明の他の実施の形態について、図４を中心に説明する。実施の形態３の説明におい
て、ヒートポンプ給湯機１００の構成については、実施の形態１および２と同様であるの
で、同一図面を参照し説明を省略する。
【００５８】
　実施の形態１と同様に使用者がリモコン４６で浴槽１５への注水湯張りを指示後、目標
の注水湯張り量に到達すると注水電磁弁４４が閉じ、注水湯張り完了水位５０の位置にて
注水湯張りが完了する。
【００５９】
　制御部４５の制御の元、浴槽湯温サーミスタ４１により目標の浴槽湯温より低下したこ
とを検出したときに、風呂側送水ポンプ１６による循環動作が開始され、浴槽１５、浴槽
戻り配管１７、浴槽往き配管１８を浴槽１５内の湯水（浴水）が循環することで浴槽１５
内の浴水の自動保温運転が行われる。この自動保温運転で浴水が循環する際に循環用エジ
ェクタ空気電磁弁２８ｂを開くことで、浴水が循環用エジェクタ２８ａを通過する際に循
環用エジェクタ２８ａが微小泡を発生させ、微小泡による浴水循環経路内の洗浄が行われ
る。
【００６０】
　循環による洗浄は一定時間例えば６０秒となったことを検知したときに停止する。もし
くは浴槽湯温サーミスタ４１により目標の浴槽湯温となったことを検知したときに停止す
るようにしてもよい。微小泡の導入は一定時間で停止することにより、空気の導入がなく
なり、循環流量が多くなるため、自動保温運転の時間を短くすることができる。
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【００６１】
上述の動作の詳細を図７のフローチャートにより説明する。図７は本発明の実施の形態３
における要部動作のフローチャートである。なお、図５、図６と同一部分または相当部分
は同一符号を付し説明を省略する。使用者がリモコン４６で浴槽１５への注水湯張りを指
示後、目標の注水湯張り量に到達すると注水電磁弁４４が閉じ、注水湯張り完了水位５０
の位置にて注水湯張りが完了する。このあと図７の開始の位置から自動保温にかかわる動
作が開始される。
【００６２】
　ステップＳ２１は、使用者によりリモコン４６に予め自動保温機能を設定しておくこと
により制御部４５が判断し、自動保温検出時間Ｔｊｈを超過していれば、ステップＳ１２
に進み制御部４５により風呂側送水ポンプ１６が動作を開始し、超過していなければステ
ップＳ２１でループ状態のまま待機する。
【００６３】
　つづいて図６の実施の形態２のフローチャートのステップＳ１２からステップＳ１５ま
でと同様のステップを経て、ステップＳ１５において浴槽水があると検出された場合に、
ステップＳ２２に進む。
【００６４】
　ステップＳ２２では、浴槽戻り湯温サーミスタ４１により目標の浴槽戻り湯温Ｔｂｓ２
より低下していることを検出したときにはステップＳ１６へ進み、そうでなければステッ
プＳ２１へ戻る。
【００６５】
　つづいて図６の実施の形態２のフローチャートのステップＳ１６からステップＳ１８ま
でと同様のステップを経て、ステップＳ２３において浴槽戻り湯温サーミスタ４１により
目標の浴槽戻り湯温Ｔｂｓ３より超過していることを検出したときにはステップＳ２０へ
進み、そうでなければステップＳ２３でループ状態のまま待機する。
【００６６】
　ステップＳ２０では、風呂側送水ポンプ１６を停止し、一連の洗浄動作を終了する。
【００６７】
　微小泡を流した場合のプレート式熱交換器１１のプレート表面を詳細に観察したところ
、微小泡はプレート表面を浴水の流れ方向に移動し、付着していた皮脂汚れについては表
面吸着により除去、また浴水に含まれる皮脂汚れは熱交換器表面を移動する微小泡にトラ
ップされながら除去されていくことがわかった。
【００６８】
　上記実施形態３に示される浴槽水循環手段は以上のように動作するため、使用者にとっ
ては、毎日の簡便な操作、この場合は自動保温の設定をしておき、普通に湯張りを行うだ
けの操作により、追いだき配管、熱交換器内部等を常に清浄に保ち、メンテナンスが不要
である追いだき機能付き給湯機を提供することが出来る。
【図面の簡単な説明】
【００６９】
【図１】本発明の実施の形態１～３によるヒートポンプ給湯機の回路構成図である。
【図２】本発明の実施の形態１～３によるヒートポンプ給湯機の回路構成図の要部の詳細
構成図（ａ）（ｂ）である。
【図３】本発明の実施の形態１～３によるヒートポンプ給湯機の制御ブロック図である。
【図４】本発明の実施の形態１～３によるヒートポンプ給湯機要部構成図である。
【図５】本発明の実施の形態１のフローチャートである。
【図６】本発明の実施の形態２のフローチャートである。
【図７】本発明の実施の形態３のフローチャートである。
【符号の説明】
【００７０】
　１　ヒートポンプユニット
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　２　タンクユニット
　３　圧縮機
　４　放熱器
　５　膨張弁
　６　蒸発器
　７　配管
　８　ヒートポンプユニットケース
　９　タンクユニットケース
　１０　貯湯タンク
　１１　プレート式熱交換器
　１２　配管
　１３　タンク側送水ポンプ
　１４　配管
　１５　浴槽
　１６　風呂側送水ポンプ
　１７　浴槽戻り配管
　１８　浴槽往き配管
　１９　沸き上げ用送水ポンプ
　２０　配管
　２１　配管
　２２　給水配管
　２３　ふろ給湯用混合弁
　２４　給湯用混合弁
　２５　減圧弁
　２６　注水配管
　２７　一般給湯管
　２７ａ　給湯口
　２８　循環用微小泡発生装置
　２８ａ　循環用エジェクタ
　２８ｂ　循環用エジェクタ空気電磁弁
　２８ｃ　循環用エジェクタ逆止弁
　３１　注水用微小泡発生装置
　３１ａ　注水用エジェクタ
　３１ｂ　注水用エジェクタ空気電磁弁
　３１ｃ　注水用エジェクタ逆止弁
　３４　浴槽アダプタ
　３９　水位センサ
　４０　流量センサ
　４１　浴槽戻り湯温サーミスタ
　４４　注水電磁弁
　４５　制御部
　４６　リモコン
　４７　フロースイッチ
　５０　注水湯張り完了水位
　１０１　温水導出口
　１０２　水導入口
　１０３　温水導入口
　１０４　水導出口
　１１１　タンク側入口
　１１２　タンク側出口
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　１１３　風呂側入口
　１１４　風呂側出口
　１００　ヒートポンプ給湯機
　４６１　湯はり機能選択釦
　４６２　追焚き機能選択釦

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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